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生活をデザインする：生活機能構成学のアプローチ特　集

データに基づく生活デザイン

　日常生活環境や日常生活で使用する製品の選択，

日常生活を支援するための機器やサービスの選択，

さらにはそれらの組合せによってどんな生活を送る

のかといった日常生活全体のデザインをするために

は，生活実態を感覚的にではなく，データに基づい

て定量的に理解することが必要である．ここでの日

常生活のデザインとは，人が持つ生来機能と，環境・

製品・サービスなどが持つ機能を組み合わせ，日常

生活を送る上で必要な機能（生活機能）を再現・再

構成することである．たとえば，歩行が困難な方

が，支援機器として杖や車椅子を選択したり，支援

サービスとして歩行の手助けをしてくれるヘルパー

を雇うといった選択の問題は，個人が必要とする生

活機能を実現する複数の支援候補の中から適切な支

援を選択するという生活デザインの問題である．現

状，このような生活デザインは，医師やリハビリ関

係者といった専門家であっても，対象者の生活全体

を考慮して適切な選択を行うことは難しいため，対

象者の生活に合わせてデータに基づいて科学的に選

択を支援する技術は有用である．そのほかにも，デ

ータから把握した生活機能ニーズに基づいて，新た

な支援機器・サービスを開発したり，そのような機

器・サービスの開発を支援する仕組みづくりも求

められている．

　しかし，生活の全体像を定量的に理解するために

必要な，生活データの収集方法や収集した生活情報

の処理手法などの明確な方法論は確立されていない．

また，人の生活は，個人の性別や文化といった要素，

個人が持つ心身機能，生活環境，行っている活動や

社会参加などによって異なり，またその生活を構成

する要素は膨大であるため，さまざまな条件に対応

するように生活データを網羅的に収集することは困

難である．筆者らは，各生活場面において収集可能

な範囲内で収集した生活データをデータベース化し，

使用目的に応じて各生活データを適宜統合して利用

することで，生活の全体像の理解へ接近する方法を

提案している．実際に間取りデータやモノの配置デ

ータ，生活不具合データ，ライフログ，事故データ

など，生活の各場面における生活データを集めてき

た．また，収集した生活データベースを活用するた

めの，データベース，検索・モデリング機能，可視

化機能から構成される生活データベース管理システ

ムを提案してきた 1）． 

　本稿では，定量的な生活全体像の理解のために，

生活データベースを構築・活用する上での問題点を

整理し，それを解決するための生活データベース管

理システムについて紹介する．開発システムを活用

した事例として，間取り情報を含んだ生活データの

検索・統合機能について紹介する． 

生活データベースの構築・活用における問
題と生活データベース管理システムの提案

▶▶生活データベースの構築・活用における
問題点

　適切に生活を支援するためには，対象となる人の

生活機能や生活環境を含めて生活の全体像を定量的

に理解し，その理解に基づいて生活機能を支援機器

日常生活理解のための正準化表現
による生活データベースの構築と活用

5.

田井宏樹　大内綾子（ミサワホーム（株））
北村光司（産業技術総合研究所　デジタルヒューマン工学研究センター）

基
専

応
般



792 情報処理 Vol.54 No.8 Aug. 2013

生活をデザインする：生活機能構成学のアプローチ特　集

や支援サービスを導入して再構成する必要がある．

しかし，生活の全体像を定量的に理解しようとした

とき，現状ではいくつかの問題がある．以下にその

うちの 2 例について述べる．

　1 つ目は，生活データの収集方法である．さまざ

まな生活場面における，あらゆる生活データを網羅

的に収集することは現状では困難である．そこで，

収集可能な範囲で，各生活場面における生活データ

を収集し，それらを目的に合わせて適宜統合するこ

とで生活を再現し，生活の全体像の理解を進めてい

くアプローチが考えられる．そのためには，各生活

データが統合可能で，他の環境や他の場面において

再利用可能である必要がある．しかし，生活を個別

空間で起きる現象として記述して扱うと，統合や再

利用が困難である．たとえば，家に存在する家具の

配置について考えると，間取りや各部屋の大きさや

形状は家ごとに異なるため，個別の空間座標系での

表現のままでは統合したり，他の環境に適用するこ

とはできないという問題がある．この問題を解決す

るためには，空間座標系ではなく，間取りや各部屋

の大きさや形状が異なっても共通して扱える状態空

間での表現に変換した上で統合する機能が必要で

ある．

　2 つ目は，生活の理解に必要なデータの種類や

構造は明らかではなく，目的によって変化するた

め，それらを事前に定義することが難しいことであ

る．たとえば，目的によって，マンションでの生活

データと一戸建てでの生活データを統合して扱って

よいか，対象者の性別を考慮するか，家族構成を考

慮するか，といったように生活にかかわるどの変数

を重視するのか，人や生活環境が持つどの属性を用

いてセグメンテーションするのかは目的

によって異なる．また，目的が明らかで

も，生活構造は複雑であるため，事前に

定義することが難しい場合もあり，生活

データを用いた再現を行いながら，変数

選択やセグメンテーションを行う必要が

ある場合もある．そのため，試行錯誤的

にデータの抽出とモデリングを行い，モ

デルに基づいた再現を行いながらデータの変数を取

捨選択して，生活の再現に最適なデータ構造を定義

できる機能が必要である．また，再現結果を理解し

たり，再現条件を設定する上では，実際の生活環境

を模擬した可視化および，その可視化環境の上でイ

ンタラクティブに条件を設定できる必要もある． 

▶▶生活データベース管理システム
　筆者らは，生活データの統合・活用の問題点を解

決するためのアプローチとして，図 -1に概念図を

示した，正準化による生活データの統合・活用とい

うアプローチを提案している 2）．このアプローチで

は，データや目的に合わせて共通して扱える状態空

間上での表現に変換することでデータの統合を可能

とする．この変換操作のことを本研究では “ 正準化 ”

と呼ぶ．正準化に用いる状態空間は，データを共通

して扱えるものであれば，どのようなものでも良い

というわけではなく，目的にとって重要でデータの

本質を表す変数で構成されている必要がある．つま

り，データが表現されている元の空間から正準化で

用いる状態空間への写像は逆写像を持つ可逆写像で

ある必要がある．具体的には，ある環境で収集した

データを正準化し，その正準化されたデータを元の

環境に適用した際に収集したデータと同様のデータ

が得られる必要がある．

　正準化を行うことで，物理的な座標系では統合が

難しいデータであっても，セマンティックな状態空

間や相対的な位置関係で表現する状態空間，といっ

た固定の空間座標系ではない，すべてのデータに共

通した空間で扱うことができ，データ統合が可能と

なる．日常生活環境では 1 つの環境で膨大なデー

データの統合正準化

標準間取り
で統合

個別環境へ
の適用

図 -1　正準化による生活データの統合・活用の概念図
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タを収集することは難しいため，同種の複

数環境で取得したデータを統合することで，

その種の環境で起きる現象の統計分析が可

能となり，データに基づく日常生活の理解

につながると考えられる．また，統合した

データは，個別の環境への逆写像を持つ状

態空間で表現されているため，個別環境に

合わせて適用することが可能である．つま

り，その環境ではまだ起きていない現象で

あっても，同種の他の環境では起きている

現象をその環境に合わせて把握することが

でき，潜在的リスクやニーズを把握できる

可能性がある． 

　このアプローチを実現するためのシステ

ムとして，生活データベース管理システムの開発を

進めている．このシステムでは，生活データを「時

間」，「空間」，「生活機能」の 3 軸をベースに記述する．

生活は時空間現象であるため，「時間」，「空間」を

軸に選択した．もう 1 つの軸である「生活機能」には，

WHO（世界保健機関）の国際分類の 1 つである国

際生活機能分類（ICF）を採用した．ICF は，人が持

つ心身機能・身体構造，人が行う活動・参加，環境

因子，個人因子から構成される記述体系であり，生

活を構成要素に分解して記述することが可能である．

これらの 3 軸をベースに記述方法を作り上げるこ

とで，生活データの統合や活用を可能にする．

　提案システムの構成を図 -2に示す．各生活場面

で収集した生活データをためておく「生活データベ

ースサーバ」，生活データを適切な状態空間での表

現に変換して統合するための「正準化機能」，統合

した生活データから対話的に必要なデータの構造

を定義するための「対話的検索・モデリング機能」，

生活像の理解を深めるためにインタラクティブに再

現条件の設定やその結果の可視化を行う「インタラ

クティブな可視化機能」から構成される．以下に各

機能の詳細について述べる．

生活データ統合のための正準化機能

　生活データはそのままでは統合や活用が困難であ

る．それを解決するためには，データ間で共通した

意味を持つ状態空間での表現に変換し，その状態空

間で統合や再利用を行う方法が考えられる．たとえ

ば，前節で挙げた，家に存在する家具の配置データ

の統合の例を考えると， xy 座標のような空間座標系

での表現のままでは統合できない．しかし，家具の

位置を「テレビとソファとの距離」といった家具同

士の位置関係で表現すると，異なる環境のデータで

も統合が可能となる．このように，データ間で共通

する意味を持つ状態空間における表現に変換すると，

形状や大きさが異なる環境のデータでも統合や再利

用が可能になる．データの正準化を行うことで，異

なる環境のデータを統合することはもちろんのこと，

異なる環境のデータそのものや，統合したデータを

分析した結果や得られた知見を個別の環境に合わせ

て適用可能である．

データ構造定義のための対話的な検索・モデリング

機能

　生活の全体像を理解するためには，分析目的や対

象に合わせて再現したい生活を表すのに適切なデー

タを選択して活用する必要がある．しかし，どのデ

ータをどの表現で用いるのかといった定義をあらか

じめ決めることは難しいため，必要なデータの選択

とモデリングを繰り返して，試行錯誤的に定義して

いく必要がある．そのため，本機能は検索機能とモ

デリング機能から構成される．検索機能は，空間軸，

生活データベースサーバ
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図 -2　生活データベース管理システム
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時間軸，生活機能軸の各軸や，複数の軸の組合せで

検索できる機能を持つ．モデリング機能は，検索機

能で抽出された生活データに含まれる変数で，対象

の生活を再現できるかを考慮できるように，変数間

の因果関係を確率的なネットワークとして表現可能

なベイジアンネットワークを採用した．モデリング

手法は，ベイジアンネットワークに限らず，目的に

合わせて入れ替えても問題ない．この検索とモデリ

ングをシームレスに行えるようにすることで，必要

なデータ構造を試行錯誤的に決定できる． 

インタラクティブな可視化機能

　分析のために生活を再現する条件を直感的に設定

したり，再現結果を理解しやすく可視化する機能が

必要である．本研究では，生活データベースの構造

に合わせ，「空間」，「時間」，「生活機能」の 3 軸に

ついて，ソフトウェア上に構築した 3 次元空間上で

条件設定や再現結果を可視化できる機能を実装した．

たとえば，3 次元空間上で間取りを作成して，家具

や家電といったモノを配置して，その中に人を配置

するといったように，インタラクティブに条件設定

が可能である．その設定に基づいて生活を再現し，

その再現結果を 3 次元空間上で可視化する機能を実

装した．行動の頻度や発生確率のように数値的表現

が必要な情報については，グラフと文字で提示する

ようになっている．生活再現結果の例を，図 -3に

示す．人とモノとの距離とそのときの行動のデータ

を基にモデリングを行い，再現を行った結果である．

図中の左側の状況では，「テレビを見る」行動が発

生する確率が高いが，ソファの位置を移動させた図

中の右側の状況では，その確率が低下していること

が分かる．

提案システムの家庭内の生活不具合デ
ータへの適用

　筆者らは，実際の生活環境の中で，子どもの事故

やヒヤリハットが起きた状況，子どもの安全を考え

た際に不便と感じる状況といった生活の不具合デー

タの収集を行ってきた．図 -4に不具合データの一

例を示す．不具合データには，間取りの画像の上に，

不具合が起きた場所を記入し，関連する製品や環境

の写真と，不具合が起きた状況を文章で記述してあ

る．たとえば，「洗面所や浴室の入り口に段差があり，

子どもがひっかかったり，落ちたりしやすい」とい

った不具合や，「子どもが学習机の下に入ったボー

ルを拾って立ち上がり，引き出し裏の補強板の角で

額を打って出血した」といった事故がある．現在， 

25 軒の 400 件以上の不具合データを収集した．本

章では，生活データベース管理システムをこの不具

合データに適用した事例を紹介する．

▶▶間取り情報を含んだ生活データの正準化
　生活空間で起きた現象を空間座標系上での表現の

ままで扱うと，それぞれの家で間取りが異なるため，

図 -3　生活再現結果の例
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頻繁に使うため，ダイニングに，コ
ンセントを差したまま出しっぱなし．
使用中は，次男が排気口から出て
くる風に当たりたがったり，すぐに
コードを巻き取ってしまったりと，
何かと妨害される．排気は身体に
悪そうだし，コンセントから抜けた
状態でのコードの巻き取りは，ケガ
しそうなので怖い．

ダイニングから一段上がり，さらに浴
室入口にも段差がある上，浴室も洗面
もとても狭い．子どもがひっかかった
り，落ちたりしやすい．
またトイレのドアの前にいつの間にか
次男がいたりすると，トイレから出て
きたときにドアにぶつかったり，ドア
の隙間に手を挟んだりしそうで不安．

ソファの足置き（オットマ
ン）を移動し，キッチンに
次男が入らないようにして
いる．しかし大きくなるに
つれて，隙間から入ったり
するので，改善策を検討中．

引越し前に使用していた
「転倒防止つっぱりポール」
が天井の高さが合わない
ため，ここでは使えない．
危険だとは分かっている
が，今は何も対処してい
ない状態．

次男がひとりでベッドから降りられ
るようになるまでは，ベッド 3つを
横断してきて夫のベッドの端から落
ちたことが 2度ある．念のため，
座布団などを敷いておいたのでケガ
はなく，良かった．歩くようになっ
た今は，枕元から落ちそうで不安な
ときもある．

ベッドガード購入も検討
したが，使用時期が限
られる上，事故事例な
どもあり，結局見合わ
せた．

転居時から「なんとかしなきゃ」
と思いながら，次男が勝手に開
けたりしないよう，後付けのチャ
イルドロックだけ付けて，間に合
わせている状態．

長男にかまってほしい次
男が，宿題をしている長
男のところへ行ったとき，
ハイハイの次男の手の上
を，長男がイスの脚のキ
ャスターで轢いてしまわ
ないか，何度もヒヤヒヤ
した．

次男が学習机の下に入った
ボールを拾って立ち上がり，
引き出しの裏の補強板の角
でおでこを打ったよう（現
在はクッションテープを貼
った）．血が顎まで流れて
びっくり．夜間診療所に
駆け込んだ．

図 -4　
生活不具
合データ
の一例

統合や再利用ができない．しかし，間取りの構造や

部屋に配置された家具や家電を定義した上で，不具

合データをそれらとの関係性で記述するという正準

化を行うことで統合や再利用が可能となる．正準化

のために定義したデータを図 -5に示す．図中の間

取りレイヤは，間取りの画像中の部屋の場所と名称

を定義している．また，ドアや窓なども定義し，部

屋同士のつながりも定義している．今回のデータ統

合では，部屋の大きさや形状の情報は用いず，部屋

のつながりのみに着目して扱った．部屋のつながり

のみに着目することで，図 -6に示すように部屋の

つながりをグラフ構造として表現することができ，

グラフ構造分析の手法が適用可能となるため，間取

りの類似度計算といった数理的な扱いが可能となる．

モノ配置レイヤは，モノの場所と名称を定義してい

る．今回扱う不具合データには，不具合に関係した

家具や家電以外に，主要な家具や家電を置いている

場所も記録しているため，モノ配置レイヤは不具合

に関係していないモノについても定義を行った．こ

のように定義を行うことで，ある家庭では起きてい

ない不具合でも，ほかの家庭で起きている不具合を

マッピングして提示することが可能である．不具合

不具合データレイヤ

モノ配置レイヤ

間取りレイヤ

間取りの画像

図 -5　間取り情報を含む生活データの正準化の一例
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データレイヤは，不具合が起きた場所に点をプロッ

トし，その内容を関連づけることで定義を行った．

以上の準備を行うことで，不具合データを空間座標

系における場所との関係ではなく，どのような間取

りの中のどの部屋で何と関連して起きたのかという

セマンティックな状態空間での関係で表現すること

ができ，間取りの違いにかかわらず，統合が可能と

なる．

▶正準化による複数環境における
　生活不具合データの統合
　生活不具合データの正準化により，不具

合が起きた部屋や不具合にかかわったモノ

との関係で表現できるため，新たな環境に

ついて間取りやモノの配置を定義すること

で不具合データをその環境に合わせて写像

することができる．つまり，複数環境で収

集された不具合データを 1 つの環境に集約

することができるため，統計的な分析が可

能となり，生活不具合の全体像を把握する

ことが可能になる．本節では，不具合デー

タを収集した 25 軒には含まれない間取りに対して，

間取りレイヤ，モノ配置レイヤを定義し，25 軒分

の不具合データをその間取り上に適用することで複

数環境で起きた生活不具合データを集約し，その環

境で起き得る不具合を可視化した（図 -7）．不具合

データは，部屋とモノとが一致する場合には，その

モノの場所に，部屋のみが一致しモノは存在しない

場合はその部屋内にランダムにプロットした．

ベランダ

暖房

加湿器

ソファローテーブル

室外機

エアコン

テーブル

電話

椅子 椅子 時
計

椅子 椅子

冷蔵庫
ゴミ箱

電子
レンジホット
プレート

口

手すり

洗面台

洗濯機

操作パネル

浴室

水道
玄関

カーペットAV

PC

本
棚

椅子机

押し入れ

クローゼット

棚

ベッド

DVDを出し入れするとき，テレビを触ってテレ
ビが揺れるので，倒れるのではないかといつも
ヒヤヒヤしている．今のところケガはない．
薄型は移動には便利だけど，安定惑がなくて怖
い．不安ではあるが，特に対策はしていない .

扉を勝手に聞け閉めしていて，指結めをしかけた．

子どもががちゃがちゃ遊んでいるうちに，いつか
挟んだりぶつかったりしそう．特に，玄閣のドアは
とても重いので，大ケガしそうで不安．前の官舎で
は，支柱側で指を挟んだ．

椅子の上で立ち上がったり，ガードの下からすり抜け
ようとするときに，頭が挟まり，危ない．座面の高さ
を変える調節幅とガードの位置が子どものサイズとぴ
ったり合わないので，座面の高さを変える「刻み」が
もう少し細かく設定されていたらと思う．

調理中に子どももキッチンに来て，聞き戸を勝手に
聞ける．包丁も入っているので，下の子が小さいこ
ろは，ロックをつけていた．

チャイルドロック織能が付いていないので，ボタン
は押し放題．稼働させたり，稼働中に止めてしまっ
たり，稼働中の湯気に近づいたりして危ない．

家全体がバリアフリー仕様で，大変使いやすいが，この
トイレの手すりは，ちょうど下の端が長男の頭に当たる
ので，取り外せたらなあと思う．

洗濯後に中を乾燥させたいので，扉を少しあけてい
るが，子どもがおもちゃや使用後のオムツを入れた
のに気が付かず，洗浄をしてしまったことがある．
特にオムツは，中のゼリーが槽全体に溶け出し，
３回洗浄をしても取れなくて困った．

自分が一足先に上がって，脱衣場にいたとき，
子どもが浴槽のふちに立って遊んでいたようで，
滑って湯船にドボンと沈み，大泣きした．
すぐそばにいたので事故にはならなかったが，
ヒヤッとした．

図 -7　統合した生活不具合データの他環境への適用

寝室

ベランダ

子ども部屋

リビング・
ダイニング

キッチン
書斎

洗面所

浴室

廊下

玄関

トイレ

玄関

廊下

キッチン

書斎

浴室

トイレ

洗面所

リビング

寝室

ベランダ

子ども部屋

図 -6　間取りのグラフ構造表現
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5日常生活理解のための正準化表現による生活データベースの構築と活用

　図 -7 のように，複数環境における不具合データ

を，正準化して新たな環境に適用して情報を集約す

ることで，その環境で実際に不具合が起きる前に，

その環境ではどんな不具合が起き得るのかを把握可

能になる．また，個々の環境での不具合データが少

数の場合，その不具合が稀な事例なのか，よく起き

る事例なのかを把握できないが，正準化して統合す

ることで，生活空間における不具合の傾向を把握す

ることが可能になる．

　たとえば，図 -7 中では，テレビ周辺に不具合が

集中している．これは，薄型テレビをテレビ台に載

せて使用するケースが一般的になっており，その場

合，子どもがテレビに触ったり，よじ登ろうとする

ことがあり，その際にテレビが不安定なため，倒れ

そうになった事例がよく起きていることが分かる．

また，キッチンではガスコンロ周辺に不具合が集中

しており，これは子どもがガスコンロの点火つまみ

をいじる事例などが起きていることが分かる．ガス

コンロには，つまみをいじっても点火されないよう

にするためのチャイルドロック機能があるが，コン

ロを使用しているときにはチャイルドロックをかけ

られないため，子どもが火力を大きくしてしまい，

鍋が噴きこぼれたり，逆に火を止めてしまうといっ

た不具合情報が見られた．同じくキッチンでは，デ

ータ数は少数ではあるが，最近一般家庭にだいぶ普

及してきた食器洗い機の不具合情報も見られ，チャ

イルドレジスタント機能（チャイルドロック）がつ

いていないため，子どもでも電源のオン・オフがで

きてしまい，稼働中に止めてしまったり，稼働させ

て出てくる湯気に近づいたりして危ないといった不

具合が起きていることが分かる．このように不具合

データを集約することで，実際の生活環境の中でど

こにどんな製品を置いて使用しているのかという生

活実態と合わせて，どんな状況でどんな不具合が発

生しているのかを把握することが可能になる．日常

生活で感じる不具合をデータに基づいて生活実態と

合わせて理解できると，実態に合わせた改善案を考

案することが可能となる．また，日常生活環境にか

かわる異業種（住宅メーカ，家電メーカ，家具メー

カなど）が不具合を共有して理解する助けにもなり，

異分野連携による今までにない解決策を考案できる

可能性もある．以下に，異業種が連携して不具合を

解決するための案の例を挙げる．

●例：キッチンで起こる事故

【要因】

　•	 子ども用のガードフェンスがキッチンに設置で

きない．

　•	 刃物の収納場所が不適切．

　•	 家電が子どもの手の届く高さにある．

【対応策】

　「住宅メーカ」

　•	 後からガードが取り付けられるキッチンを設計

する．

　「キッチンメーカ」

　•	 包丁収納場所を幼児の手の届かない位置に変更

する．

　「家具・家電メーカ」

　•	 家電を子どもの手の届かない高さにビルトイン

設置できるカップボードを開発する．

●例：建具での指詰め・手挟み

【要因】

　•	 玄関ドアが重い．

　•	 襖（引戸）を勢いよく閉める．

　•	 廊下が狭く，ドアを開いたときに人とぶつかる．

【対応策】

　「住宅メーカ」

　•	 動線計画は，建具の開き勝手を考慮して設計

する．

　•	 建具の動作範囲が確保できない場合は，引戸を

採用する．

　「建具メーカ」

　•	 建具面材に明かり窓を設ける．

　•	 指はさみ防止開閉構造付きの玄関ドアを開発

する．

●例：リモコン・インターホンの誤操作

【要因】

　•	 子どもの手の届くところに電話やリモコンが置

いてある．
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　•	 住宅内に数多くのリモコンが散在している．

　•	 子どもが触りたくなるデザインを採用している．

【対応策】

　「住宅メーカ」

　•	 取り付け高さを検討．

　「家電メーカ」

　•	 散在しているリモコンを統合化し，1 台でまと

めてコントロールできるようにする．

　•	 幼児や子どもがおもちゃとして使いたくなるよ

うなデザインを避ける．

　•	 チャイルドロック機能を設定する．

　以上の通り，不具合を生活環境との関係も含めて

データに基づいた把握ができるため，その不具合を

予防するためのアプローチを業種別に整理したり，

不具合が発生するプロセスにおける段階ごとに整理

して考えることができる．たとえば，子どもにとっ

て危険につながる行動や操作を子どもができないよ

うに行動制御するアプローチや，危険につながる行

動や操作をしてしまっても重篤な傷害にならないよ

うに傷害制御するアプローチなどが考えられる． 

生活デザインのための情報処理技術の
確立に向けて

　本稿では，データに基づく日常生活の理解と日常

生活デザインを目的として，生活全体像を定量的に

理解するためのアプローチと，それを実現するため

の生活データベース管理システムについて紹介した．

また，開発中のシステムの適用例として，複数の異

なる環境で収集された生活の不具合データを用いた

典型的な不具合の把握について紹介した．

　日常生活は身近であるため，感覚的にはよく分か

っているように感じるが，実際にはデータに基づい

て定量的に理解できていない場合が多い．それは，

日常生活データがある 1 カ所に集積されることは

なく，社会の中に薄く広く存在していることや，日

常生活は多数の要素が関係しており，バリエーショ

ンが膨大にあることに起因している．また，情報処

理技術の観点から見れば，日常生活データを目的に

合わせて適切に記述するための表現系や，データの

収集方法・分析手法，現象理解から社会実装へつな

げるための枠組み，といった技術が確立されておら

ず，研究が十分に進んでいない．筆者らは本稿で紹

介したアプローチを，これらの問題を解決し，デー

タに基づく日常生活現象の理解のための情報処理技

術体系として確立することを目指している．
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